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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
地
震
や
豪

す得景醤寓賢瞳熙麓醸観
轟礁
轟1轟竜

襲

麗

襲

麗

襲

ところ:7-夕嗣 剛 3贈位丹荘 隼霞贈
脅
加無料 公共交通をご利用くださ !歩 霞 冊 挙

法 続 B乍

2019年 の新しい年が明け

ました。2018年 、生活で

政治で大きな宿題をヨ1継ぎ

ました。2019年 、課せら

れた課題に全力で立ち向か

います。社民党の活動への

決意を語つてもらいました

雨
、

台
風
な
ど
に
よ
り
甚
大
な

被
書
が
発
生

し
た
年
と
な
り
ま

し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
力
に

ｂ
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま

す
。多

く
の
国
民
が

不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
な
か
野

党
は
、

政
府
に
災
喜
対
廊

に
専

念
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た

が
、

安
倍
首
相
は
被
災
者

の
救

出

・
救
援
、

生
活
支
援
よ
り
、

参
議
院
選
挙
区
制
度
改
革
や
カ

ジ

ノ
法
案
、

自
民
党
総
誠
選
を

優
先
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、

安
倍
政
治

の
総
仕
上
げ
と
も
言
え
る
憲
法

改
正
が
政
治
課
題
と
な
り
ま
す
。

改
憲
項
目
と
し
て
９
条

へ
の
自

は
、

安
倍
政
治

の
暴
走

た

一
年

で
し
た
。

特
に

正
に
意
欲
を
示
し
た

こ

。

３
年
前
に
は
戦
争
法

・
‥

が
成
立
し
、

共
謀
罪

衛
隊
明
記
、

高
等
教
育

の
無
償

化
、

緊
急
事
態
条
頂
へ
の
対
処
、

参
議
院
選
挙
区
の
合
区
解
消

の

４
項
目
を
挙
げ

て
い
ま
す
が
、

９
条
以
外
は
憲
法
を
変
え
な
く

て
も
十
分
で
き
ま
す
。

私
た
ち

は
憲
法
改
悪
を
決
し
て
許
さ
す
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
、

雇
用
、

地

域
を
守
る
活
憲
運
動
を
展
開
し
、

「
憲
法
を
活
か
す
政
治
」

の
実

現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
み

ま
す
。

新

し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ

て
よ
り
良

い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

社
民
党

へ
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮

田

一で置

秋
に
は
消
費
税

の
引
き
上
げ
等

で
生
活
は
切
り
詰
め
る

一
カ

で

す
。

安
倍
政
権
は
、

キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
で
還
元
し
ま
す
、

住
宅

・
車

ロ
ー

ン

（
高
級
車
）

は
据

え
置
く
と
い
う
が
、

高
所
得

者
は
優
遇
さ
れ
る
だ
け
で
国

民
を
踏
み
台
の
大
企
業
優
先

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
治

の
暴
走
を

ス
ト

ツ
プ

さ
せ
る
た
め
に
も
、

夏

の
参
院
選
で
は
野
党
候
補

の

一
本
化
で
市
民
と
立
憲
野
党

の
連
携
を
進
め
て
勝
利
し
、

比
例
選
挙

で
社
民
党
２
議
席

以
上
を
獲
得
し
、

改
憲
阻
止
、

安
倍
政
権

の
退
障
に

つ
な
げ

る

年
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
よ

う
。

耐
本

繋
襲
藝
嚢
韻

・宣
伝
カ
ー

が
更
新
さ
れ
た
。

先

代

の
車
は
２
０
万
ｋｍ
超

・
地
球

を
５
周
以
上
回
っ
て
頑
張
っ
た
。

早
遠
、

全
力
で
稼
働
中
。

写
真

上
は
２
６
日
の
党
街
宣

で
、

下

は
２
５
日
の
４
区
支
部
行
動
で

倉
敷

・
中
庄
団
地

で
の
行
動
。

途
中

エ
ン
ス
ト

の
心
配
も
な
く

新
年
か
ら
走
り
抜
き
ま
す
。

〈
中
ゆ
Ｗ

「 つ し
的
貯
抑

帥
”
”
ギ
中

別
な
日
」

で
も
な
い
と
い
う
人
も

い
る
が
、

皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
か

▼
昨

年

の
十
六

二
ュ
ー

ス
の

一
つ
は
、

地
震
、

台
風
と
７
月
豪
雨
の
甚
大

な
被
書

で
し
よ
う
か
。

ス
ー

パ
ー

ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
が
話
題
と
な
っ
た

が
、

作
業
に
向
う

一
行
を
被
災
者

が
片
付
け

の
手
を
と
め
て
あ

い
さ

つ
で
迎
え
る
場
面
に

「
人
は
優
し

く
な
れ
る
」

こ
と

の
実
感
が
参
加

者

の
背
中
を
押
し
て
い
る
の
だ

ろ

う
。

Ｃ
Ｍ
の
コ
ピ
ー

だ
っ
た
か
？

「
人
は
忘
れ
る
か
ら
生
き
ら
れ
る
」

と
い
う
が
、

忘
れ
ら
れ
な
い
も

の

が

こ
こ
に
あ
る
。

「
そ
だ
ね
～
」
。

▼
と

こ
ろ
で
昨
年
は
、

忘
れ
て
は

な
ら
な

い
こ
と
が
続

い
た

「
沖
縄

に
寄
り
添
う
」

と
言
っ
た
安
倍
首

相
は
、

間
答
無
用
の
辺
野
古
埋
め

立

て
や
、

成
長
戦
略

の
柱
と
す
る

「
働
き
力
改
革
」

で
は

「
高
プ

ロ
」

な
る
無
限

の
働
き
方
を
求
め
、

外

国
人
労
働
者
を

「
安

い
人
材
」

と

し
か
見
な
い
入
管
法

の
改
悪
な
ど
、

数

の
力

で
や
り
た
い
放
題
だ

っ
た

▼
新
年
は
、

「
変
え
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
」

こ
と

の
た
め
に
、

全
カ

で
立
ち
向
か
う
と
き

で
す

（
の
）

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

19日 総がかり行
動 ・さんすて前で

党県連含活動日誌
12/1  岡 山空襲の体験を聴く会
12/2  さ よなら原発 ・総会 ・講演会
12/4  県 平和センタニ懇親会 (宮田 ・野崎)
12/11 世 界人権宣言70周 年岡山県集会
12/12 佐 与谷川産廃訴訟裁判
12/13 さ よなら原発実行委 (矢吹)
12/19 総 がかり行動 。さんすて
12/20 党 中国ブロック幹事会 (岡山)
12/24 党 県常任幹事会
12/25 4区 支部衛宣 (倉敷)
1ク/ク6 常 や的1衛宙 マ ツ`キ■飾

！‐之‐”２５「‐５的一貯燕却す申韓的

禅帥確統・…もし、冊師抱能…文し、は却蜘こ
葬
内

日晴1掛鎌掘2日働組:静:

1/23 18:00～  マ ツキヨ前 ||./命公 ;
社民党県連合定例街宣

/`T」 ロリ
|1坐笙喜とと孟蝉 きヨ前
市民と立憲野党の合同宣伝

1/26 13:

森反 ・加計疑惑をどう報じたか
講師 :望月衣塑子 ・東京新間記者
岡山市立市民文1しホール (小橋町
加計問題を者える会 ・800円

ス トッ り行

1/19 は 、以下の活動に変更
講演会 中 野晃― ・上智大学教授
現在の政治状況と民主主義
岡山弁護士会館 13:30～


